
協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

2
協
定
に
基
づ
く
取
組

3

中
高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
を
推
進

日
本
木
造
耐
火
建
築
協
会

森林を活かす
都市の木造化

も 　 り

ま 　 ち

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

1２
０
１
４
年
に
設
立
さ
れ
、
２
０
１
６
年

に
一
般
社
団
法
人
化
し
た
日
本
木
造
耐
火
建

築
協
会
は
、「
木
を
現
し
た
木
質
耐
火
部
材
」

を
使
用
し
た
中
高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建

築
の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
見
学
会
や

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ
っ
て
、
全
国
に
木
造
耐

火
建
築
の
最
新
事
例
や
技
術
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
協
会
が
国
土
交
通
大

臣
認
定
を
取
得
し
た
１
・
２
・
３
時
間
耐
火

構
造
を
会
員
が
施
工
で
き
る
よ
う
「
木
質
耐

火
部
材
を
用
い
た
木
造
耐
火
建
築
物
設
計
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
刊
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習

会
を
通
じ
て
、
そ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
多
く
の
企
業
・
団
体
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
現
在
、
会
員
数
は
５
２
０
を
超
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
に
都
市
の
木
造
化
推
進

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
木
造
建

築
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す
た
め
、
２
０

２
２
年
５
月
に
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省

と
の
三
者
に
よ
る
「
中
高
層
・
大
規
模
耐
火

木
造
建
築
の
普
及
に
関
す
る
建
築
物
木
材
利

用
促
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
次
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。

❶　

木
質
耐
火
部
材
を
用
い
た
中
高
層
・
大

　

規
模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
促
進

❷

設
計
・
施
工
の
知
見
を
普
及
す
る
た
め

　

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
講
習
会
の
開
催

❸

中
高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建
築
の

　

木
質
耐
火
部
材
を
用
い
た
中
高
層
・
大
規

模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
に
よ
る
都
市
の
木

造
化
を
推
進
し
、
木
造
建
築
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
広
げ
、
国
産
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
等
に
貢
献
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い

ま
す
。
都
市
部
に
木
造
ビ
ル
が
増
え
る
こ
と

で
、
民
間
需
要
が
喚
起
さ
れ
、
木
材
需
要
が

一
段
と
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
協
定
に
基
づ
く
取
組
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
協
定
に
基
づ
く
取
組
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

主な実績表
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今
後
の
抱
負

4２
０
２
４
年
２
月
に
は
「
豊
洲　

千
客
万

来
」
が
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、
３
月
に
完
成
見

学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定
で
す
。
豊
洲
市
場

に
隣
接
す
る
こ
の
商
業
施
設
は
、
温
浴
棟
（
鉄

骨
造
９
階
建
て
）
と
、
江
戸
の
街
並
み
を
再

現
し
た
食
楽
棟
（
鉄
骨
造
＋
木
造
３
階
建
て
）

か
ら
な
り
ま
す
。
食
楽
棟
の
木
造
部
分
に
は
、

当
協
会
の
大
臣
認
定
さ
れ
た
１
時
間
耐
火
構

造
が
使
用
さ
れ
、
木
を
現
し
た
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
市
で
は
、
都
市
木
造

マ
ン
シ
ョ
ン
「（
仮
称
）
都
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
進
行
中
で
す
。
１
〜
３
階
を
鉄
骨
造
、
４

〜
８
階
を
木
造
と
し
、
当
協
会
の
大
臣
認
定

を
使
用
し
た
１
、
２
時
間
耐
火
構
造
と
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、こ
れ
ら
注
目
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
情
報
発
信
を
行
い
、
中
高
層
・
大
規

模
木
造
耐
火
建
築
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

都
市
の
木
造
化
推
進
法
の
施
行
に
よ
り
中

高
層
・
大
規
模
木
造
耐
火
建
築
の
事
例
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
に
も
、
協
定
制
度
を
通
じ
て
各
社
が

取
組
を
実
行
し
、
行
政
に
よ
る
支
援
や
情
報

発
信
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
も
引
き
続
き
官
民
と
連
携
し
な
が

ら
、
木
材
利
用
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
貢
献
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

5

　

事
例
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
、
木
材
利

　

用
の
優
良
建
築
事
例
に
関
す
る
情
報
発
信

❹　

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
合
法

　

伐
採
木
材
等
の
利
用
促
進
等

　

近
年
で
は
、
７
階
建
て
純
木
造
ビ
ル
「
髙

惣
木
工
ビ
ル
」（
仙
台
市
、
２
０
２
１
年
）、

11
階
建
て
純
木
造
ビ
ル
「
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ　

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」（
横
浜
市
、
２
０
２
２
年
）、
12
階
建
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
木
造
ビ
ル
「
銀
座
髙
木
ビ
ル
」

（
東
京
都
、
２
０
２
３
年
）

な
ど
、
20
棟
以
上
で
当
協

会
の
大
臣
認
定
さ
れ
た
耐
火

構
造
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習
会
は
、

全
国
か
ら
受
講
し
や
す
い
よ

う
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
し
、

累
計
６
０
０
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
よ
り
多
く
の
建
築
物

へ
知
見
が
活
用
で
き
る
よ

う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
随
時
改

定
版
の
発
行
や
大
臣
認
定
の

追
加
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
は
、
10

階
建
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
木

造
ビ
ル
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」

（
東
京
都
）
完
成
見
学
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
５
０
０
名

超
が
参
加
し
ま
し
た
。
他

に
も
、「
中
高
層
ビ
ル
等
へ

の
木
材
活
用
推
進
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
配
信
す
る

な
ど
、
全
国
に
向
け
て
情
報

発
信
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

豊洲 千客万来

（仮称）都島プロジェクト
　提供：ビルディングランドスケープ

豊
洲
千
客
万
来　

公
式
Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.toyosu-senkyak

ubanrai.jp/

ＫＩＴＯＫＩ 銀座髙木ビル Ｐｏｒｔ Ｐｌｕｓ（撮影：(株)エスエス 走出 直道）
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